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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間（平成 26 年４月１日～平成 26 年６月 30 日）におけるわが国経済は、政府の

経済政策や、日本銀行の金融政策を受けて、設備投資の増加や雇用情勢の改善をはじめとした緩やかな回復

基調にありますが、エネルギーコストの上昇や消費税増税による影響など、先行きに対する不透明感も残っ

ております。 

砂糖業界におきましては、消費者の低甘味嗜好に加え、安価な輸入加糖調製品や高甘味度人工甘味料の

増加などから砂糖消費量は減少傾向にあり、厳しい状況が続いております。 

このような状況のもと、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期比 2.8％増の 13,611 百万円とな

り、経常利益は前年同期比 165.7％増の 735 百万円、四半期純利益は前年同期比 210.6％増の 463 百万円と

なりました。 

 

セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

＜砂糖事業＞ 

砂糖セグメントの売上高はビート糖の販売数量の増加等により前年同期比 4.1％増の 9,832 百万円となり、

セグメント利益は、平成 25 年産ビート糖のコスト減少もあり前年同期比 1,708.4％増の 398 百万円となり

ました。 

＜食品事業＞ 

食品セグメントの売上高は前年同期比 6.1％減の 572 百万円となり、セグメント利益は 12 百万円（前年

同期は15百万円のセグメント損失）となりました。 

＜飼料事業＞ 

飼料セグメントの売上高は前年同期比 6.2％増の 1,933 百万円となり、27 百万円のセグメント損失（前

年同期は83百万円のセグメント損失）となりました。 

＜農業資材事業＞ 

農業資材セグメントの売上高は農業機材の販売数量の減少により前年同期比 10.4％減の 620 百万円とな

り、セグメント利益は前年同期比60.7％減の24百万円となりました。 

＜不動産事業＞ 

不動産セグメントの売上高は前年同期比 3.3％増の 330 百万円となり、セグメント利益は前年同期比

5.4％増の208百万円となりました。 

＜その他＞ 

その他のセグメントの売上高は前年同期比 8.5％減の 321 百万円となり、68 百万円のセグメント損失

（前年同期は65百万円のセグメント損失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 2,670 百万円減の 79,093 百万円で、この

うち流動資産は、主にたな卸資産の減少により前連結会計年度末比 3,444 百万円減の 39,946 百万円となり、

固定資産は、前連結会計年度末比773百万円増の39,147百万円となりました。 

一方、負債の合計は、前連結会計年度末比 2,616 百万円減の 21,417 百万円で、このうち流動負債は、主

に短期借入金の減少により前連結会計年度末比 3,028 百万円減の 11,327 百万円となり、固定負債は、主に

退職給付に係る負債の増加により前連結会計年度末比411百万円増の10,090百万円となりました。 

純資産は、前連結会計年度末比53百万円減の57,675百万円となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  平成 27 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 26 年５月 15 日に公表いたしました連結業績予想

に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 ①原価差異の繰延処理 

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消

が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）及び流動負債（その他）として繰延べております。 

②税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  会計方針の変更 

  （退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26号  平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付会計基準」

という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17

日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項

本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方

法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法

を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退

職給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従って、当

第１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益

剰余金に加減しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が 66 百万円、退職給付に係る負債が

205百万円増加し、利益剰余金が89百万円減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ6百万円増加しております。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高 

外部顧客への売上高 9,443 610 1,821 692 319 12,887 350 13,238

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
42 7 3 3 22 78 651 730

計 9,486 617 1,825 695 341 12,966 1,002 13,969

セグメント利益 

又は損失（△） 
22 △15 △83 62 198 182 △65 117

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施
設・書店の営業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 182 

「その他」の区分の利益又は損失（△） △65 

セグメント間取引消去 44 

その他の調整額 △0 

四半期連結損益計算書の営業利益 161 
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高 

外部顧客への売上高 9,832 572 1,933 620 330 13,290 321 13,611

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
41 5 2 0 29 79 560 639

計 9,874 578 1,936 621 359 13,369 881 14,251

セグメント利益 

又は損失（△） 
398 12 △27 24 208 616 △68 548

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施
設・書店の営業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 616 

「その他」の区分の利益又は損失（△） △68 

セグメント間取引消去 45 

その他の調整額 △0 

四半期連結損益計算書の営業利益 593 
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